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三
国
志
演
義

の
中
で
「
七
歩

の
詩
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
曹

操
の
子
で
魏
初
代
皇
帝
曹
丕

が
弟
の
曹
植
に
七
歩
の
う
ち

に
詩
を
作
れ
、
出
来
な
け
れ

ば
殺
す
と
言
っ
た
く
だ
り
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
無
理
難
題

を
言
っ
て
皇
帝
の
座
を
争
っ

た
弟
を
殺
す
た
め
だ
。
そ
の

詩
の
内
容
は
「
豆
を
炊
く
の

に
豆
殻
を
使
う
、
豆
は
窯
の

中
で
泣
く
、
一
緒
に
炊
く
こ

と
で
、
激
し
く
炊
き
上
が

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
聞
い
た
曹
丕
は
恥
じ

て
弟
を
許
し
た
そ
う
だ
。
日

本
の
殺
人
で
一
番
多
い
の
は

親
族
間
で
あ
る
ら
し
い
。
そ

れ
ほ
ど
似
た
も
の
同
士
の
争

い
は
熾
烈
で
あ
る
。
今
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
争
い

は
熾
烈
で
あ
り
、
収
ま
る
こ

と
も
な
さ
そ
う
だ
。
ま
た
憎

し
み
も
増
し
て
い
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。
周
り
の
国

か
ら
す
る
と
こ
れ
ほ
ど
面
白

い
こ
と
は
な
い
。

　

中
国
と
台
湾
、
韓
国
と
朝

鮮
、
ど
ち
ら
も
私
か
ら
す
る

と
周
り
の
国
か
ら
盛
ん
に
け

し
か
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
ど
ち
ら
も
何
の
得

に
も
な
ら
な
い
戦
争
な
ど
し

た
く
な
い
は
ず
だ
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
紛
争
の
後
、
次
の
漁
夫

の
利
を
狙
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。�

（
Ｔ
）
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現行の健康保険証の
廃止について

パンフレット１部を今 
号に同封しています。
注文用紙でお申し込み 
ください。　　　　　

理事長　小澤　力

撤
回
・
延
期

76
・
６
％

　

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
す
る

中
、
政
府
は
現
行
の
健
康
保

険
証
廃
止
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
政
府
の
強
行
な
進
め
方

　

政
府
が
来
年
秋
の
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
進
め
て

い
る
問
題
で
、
協
会
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
だ
か
ら
保
険
証

を
残
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。
―
７
つ
の
視
点
』
を
作
成
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に

現
行
の
健
康
保
険
証
を
残
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
解

説
。
小
澤
力
理
事
長
が
活
用
を
呼
び
か
け
る
。

に
不
安
を
覚
え
る
国
民
が
多

く
、
現
行
の
健
康
保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て
「
撤
回
・
延

期
」
を
求
め
る
声
は
76
・
６

％
に
上
っ
て
い
ま
す
（
共
同

通
信
７
月
世
論
調
査
）
。

市
民
の
方
に
も

　

協
会
は
、
会
員
へ
の
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
、
国
会
議
員
要

請
、
国
会
閉
会
中
の
大
阪
選

出
国
会
議
員
と
の
面
談
、
府

内
各
自
治
体
へ
の
陳
情
運

動
、
問
題
点
を
解
説
す
る
学

習
会
の
開
催
と
講
演
録
を
協

会
機
関
紙
で
紹
介
す
る
な

ど
、
現
行
の
健
康
保
険
証
廃

止
の
撤
回
に
向
け
て
多
様
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
会
員

・
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
、

患
者
さ
ん
、
市
民
の
方
に
も

問
題
点
を
お
伝
え
し
た
い
と

　

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地

区
は
、
東
大
阪
市
長
選
挙

（
９
月
17
日
告
示
、
９
月
24

日
投
開
票
）
に
先
立
ち
、
９

月
７
日
、
東
大
阪
市
内
で
内

海
公
仁
候
補
（
明
る
い
東
大

阪
を
つ
く
る
会
）
と
懇
談
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
や

歯
科
健
診
制
度
の
拡
充
な
ど

の
提
供
体
制
づ
く
り
や
医
療

・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
に
重

点
を
置
い
た
18
項
目
で
政
策

協
定
を
結
ん
だ
。
懇
談
お
よ

の
く
ら
し
と
営
業
に
関
わ
る

予
算
を
削
減
し
、
市
民
に
負

担
を
押
し
続
け
て
き
た
現
市

政
を
批
判
。
現
市
政
は
、
水

道
事
業
の
民
営
化
な
ど
民
間

委
託
を
推
進
し
、
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
の
南
伸
な
ど
大
型
事

業
を
優
先
し
て
き
た
。
矢
部

氏
は
、「
物
価
高
騰
に
伴

い
、
歯
科
医
院
で
は
金
パ
ラ

な
ど
歯
科
資
材
の
高
騰
に
よ

っ
て
歯
科
医
院
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

状
況
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
義
務
化
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
歯
科
医
院
が
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
る
と
い
う
事
態
に

な
っ
て
い
る
」
と
歯
科
医
院

の
窮
状
を
伝
え
た
。
内
海
氏

は
、
「
市
民
か
ら
も
物
価
高

騰
や
円
安
の
影
響
を
受
け

て
、
緊
急
の
対
策
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現

場
の
声
を
活
か
し
た
地
域
医

療
・
い
の
ち
・
健
康
を
守
る

対
策
、
市
民
生
活
を
直
接
応

援
す
る
取
り
組
み
や
支
援
が

緊
急
策
と
し
て
必
要
。
市
民

と
行
政
の
関
わ
り
で
、
『
中

小
企
業
・
モ
ノ
づ
く
り
の
ま

ち
』
の
再
生
を
目
指
す
」
と

積
極
的
な
見
解
を
示
し
た
。

�

（
３
面
に
政
策
協
定
抜
粋
）

び
政
策
協
定
調
印
に
は
、
矢

部
あ
づ
さ
同
地
区
責
任
者
が

出
席
し
た
。

　

同
地
区
は
、
内
海
公
仁
、

野
田
義
和
の
２
氏
に
対
し
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
市
民
の

医
療
・
福
祉
を
向
上
さ
せ
る

立
場
か
ら
内
海
氏
の
推
薦
に

至
っ
た
。
同
地
区
は
、
東
大

阪
市
の
全
会
員
を
訪
問
し
、

支
持
を
訴
え
る
。

　

懇
談
で
内
海
氏
は
、
市
民

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

ご
注
文

く
だ
さ
い

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

協
会
が
７
月
８
日
に
開
催
し

た
政
策
学
習
会
「
誰
の
た
め

の
医
療
Ｄ
Ｘ
か
～
現
状
・
狙

い
・
課
題
～
」
（
講
師
・
公

益
財
団
法
人　

日
本
医
療
総

合
研
究
所　

寺
尾
正
之
さ

ん
）
の
講
演
録
を
も
と
に
現

行
の
保
険
証
を
廃
止
す
る
こ

と
の
問
題
点
を
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

今
号
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
無
料
）
を
１
部
同
封
し
、

注
文
用
紙
を
添
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
「
現
行
の
健
康
保
険
証

を
残
し
て
く
だ
さ
い
」
署
名

も
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「だから保険証を残してほしいんです。」

パンフレット活用ください

が
、
２
０
２
０
年
に
は
４
㎜

未
満
の
患
者
を
対
象
と
す
る

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

（
Ｐ
重
防
）
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
歯
周
病
の
病
態
に
照

ら
し
て
、
症
状
が
軽
快
し
た

患
者
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
は
重
要
で
す
が
、
本
来

は
変
化
す
る
患
者
の
病
状
に

対
応
し
、
柔
軟
な
管
理
ル
ー

ル
に
改
め
る
べ
き
で
す
。

補
管
は
廃
止
を
目

指
し
技
術
料
の
適

正
な
引
き
上
げ
を

　

ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維

持
管
理
料
（
補
管
）
は
、
補

綴
物
の
維
持
と
歯
牙
・
歯
周

組
織
の
維
持
を
意
図
的
に
混

同
、
一
体
化
す
る
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
２
年
間
の
歯

「
包
括
」
が
数
々
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
薬
剤
料
や
中
間

材
料
の
コ
ス
ト
も
た
だ
で
さ

え
低
い
技
術
料
に
含
む
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
実

情
に
見
合
う
評
価
に
改
め
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
管
理
を
見

合
っ
た
ル
ー
ル
に

　

現
在
、
歯
周
病
安
定
期
治

療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
で
は
３
カ
月

管
理
の
ル
ー
ル
が
基
本
と
な

っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
は
、

基
本
的
に
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の

深
さ
が
４
㎜
以
上
の
患
者
が

管
理
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す

期
に
わ
た
り
不
当
に
低
く
抑

制
さ
れ
て
い
ま
す
。
処
置
等

が
主
要
な
診
療
と
な
る
歯
科

で
は
、
タ
イ
ム
ス
タ
デ
ィ
ー

調
査
に
基
づ
く
大
幅
な
評
価

の
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
歯
科
診
療

報
酬
改
定
で
は
、
本
体
点
数

の
引
き
上
げ
を
伴
わ
ず
、
事

実
上
「
廃
止
」

に
等
し
い

が
設
け
ら
れ
、
診
療
の
た
め

の
基
本
的
な
コ
ス
ト
に
見
合

っ
て
い
ま
せ
ん
。
医
科
歯
科

格
差
を
是
正
す
べ
き
で
す
。

　

歯
科
で
は
、
技
術
料
が
長

技
術
料
を
中
心
に
10
％

以
上
の
引
き
上
げ
を

　

歯
科
の
初
・
再
診
料
は
医

科
と
の
間
に
不
合
理
な
格
差

　

保
団
連
は
、
６
月
25
日
の
代
議
員
会
で
保
団
連

歯
科
医
療
改
革
提
言
第
３
版
「
歯
科
医
療
費
の
総

枠
拡
大
で
歯
科
医
療
の
発
展
を
」
を
決
定
し
た
。

自
治
体
と
の
交
渉
や
議
員
懇
談
で
も
活
用
で
き
る

よ
う
作
成
。
す
べ
て
の
国
民
が
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
団
連
の
目
指
す
歯
科
医

療
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
。
保
団
連
政
策
部
員
の

戸
井
逸
美
副
理
事
長
が
ポ
イ
ン
ト
を
シ
リ
ー
ズ
で

解
説
す
る
。

戸
井
逸
美
保
団
連
政
策
部
員
が
解
説

ポイント保団連歯科医療改革提言の ⑥

歯
科
診
療
報
酬
の
改
善
を
た
だ
ち
に

科
補
綴
物
再
製
禁
止
や
、
未

届
歯
科
医
療
機
関
へ
の
同
一

処
置
減
算
規
定
な
ど
は
医
学

的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ク

ラ
ウ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ
維
持
管

理
料
は
廃
止
を
目
指
し
、
根

拠
の
な
い
制
限
を
改
め
、
適

正
な
引
き
上
げ
を
す
べ
き
で

す
。施

設
基
準
に
よ
る

選
別
や
め
、
保
険

適
用
の
拡
大
を

　

エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕
の

管
理
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
日
常

的
な
処
置
、
感
染
防
止
対
策

な
ど
、
全
て
の
歯
科
医
院
が

行
い
得
る
診
療
や
体
制
に
対

し
、
届
け
出
の
有
無
に
よ
っ

て
異
な
る
評
価
を
与
え
、
差

を
設
け
る
こ
と
は
誤
り
で

す
。
施
設
基
準
の
本
来
の
目

的
か
ら
逸
脱
し
て
い
ま
す
。

合
理
性
の
な
い
施
設
基
準
に

よ
る
歯
科
医
療
機
関
の
選
別

は
撤
廃
す
べ
き
で
す
。

　

よ
り
早
期
か
ら
の
歯
科
的

介
入
や
病
態
に
応
じ
た
治
療

・

管
理
が
可
能
に
な
る
よ

う
、
新
病
名
の
導
入
と
関
連

し
た
検
査
や
処
置
、
医
学
管

理
等
の
評
価
を
進
め
る
べ
き

で
す
。
治
療
に
お
け
る
侵
襲

の
低
減
や
患
者
の
苦
痛
を
極

力
取
り
除
く
観
点
か
ら
、
麻

酔
に
係
る
評
価
の
拡
大
や
高

額
な
レ
ー
ザ
ー
機
器
に
よ
る

最
適
な
治
療
な
ど
の
適
正
な

評
価
も
必
要
で
す
。

　

有
用
な
技
術
の
普
及
を
図

る
た
め
に
は
、
保
険
適
用
に

当
た
っ
て
は
、
現
場
が
取
り

組
め
る
適
切
な
評
価
を
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

求人情報の更新
協会ホームページの求人
情報を９月15日に更新し
ました。
URL
http://osk-hok.org/job/

撤回・延期撤回・延期

76.6％76.6％
（共同通信の７月世論調査）

協
定
を
結
ぶ
内
海
氏（
左
）と
矢
部
地

区
責
任
者
＝
７
日
、
東
大
阪
市
内

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区

市
長
選
挙 

内
海
公
仁
候
補
を
推
薦

医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
で
協
定

お知らせ


